
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教 育 目 標             ◎自ら考え、正しく行動する生徒 

『自主性に富み、心身共に健康で       ◎礼儀正しく、思いやりのある生徒 

      人間性豊かな生徒を育成する。』 ◎勤労を尊び、たくましく生きる生徒 

 

平成29年度 第1号 平成29年４月28日発行  文責 植田 資世 

  新年度のスタートにあたり 

                                学校長 諏 訪   厚 

 

 平成２９年度大滝中学校の活動が始まりました。４月の入学式で、４名の新入生を迎え、２年生４

名、３年生７名 計１５名でスタートいたしました。今年度は、１．２年生が複式学級、３年生は、

今まで通りの単式学級になります。 

  保護者の皆様や地域の方々には、今年度も引き続き、本校の教育活動に多大なるご支援、ご協力を

いただきますようお願い申し上げます。 

 さて、１年生は、入学して約 1ヶ月が経ちます。始めは、緊張から表情に硬さも見られましたが、

少しずつ学校生活にも慣れ、元気に活動する姿が見られるようになりました。部活動の加入も決め、

意気込みを新たにしているところです。 

 ２年生は、中堅学年として、いろいろなことへの挑戦、自分を磨くことができる年になります。ま

た、先輩として、後輩たちの面倒をみたり、気を遣ったり、様々なことが求められ期待も大きくなり

ます。 

 ３年生は、義務教育最後の年として、まとめの年になります。学校の最上級生として、後輩たちへ

良き手本を示さなければなりませんし、進路を決定する大切な年にもなります。集大成として、様々

な活動に全力投球でぶつかってほしいと思います。 

  過日、参観日の全体懇談会で、平成２９年度の学校経営方針を、説明させていただきました。今年

度も、知・徳・体のバランスを重視しながら「生きる力」を培っていきます。本校の教育を進める上

で、「自主・自発と豊かな心」をキーワードとして、教育活動を展開していきたいと思っています。

特に、「自主・自発」とは、自ら考え、自ら判断し、自ら行動する力、「豊かな心」は他を思いやる

心、助け合う心、そして人間を尊重する心として捉えて推進していきます。 

 今年度も先生方の力を結集させ、大滝の地域性と少人数を生かし、大滝中の良さが現れる学校運営

を展開させていきたいと考えています。 

 話は変わりますが、３年生は、４月１９日から２泊３日で東京へ修学旅行に行ってきました。出発

前日は、低気圧の影響で猛烈な風のために臨休となりましたが、その心配をよそに３日間とも天候に

恵まれ温かいというより暑いといった方が良い天気でした。子どもたちは、誰一人体調を崩すことも

なく、全ての日程を無事に終了することができました。子どもたちにとっても満足できる素晴らしい

修学旅行でした。 

今年度のＰＴＡ役員をご紹介します。（敬称略）  今年度もご協力をお願いいたします。 

会 長  髙 橋 広 顕    研修部長  渡 辺 愛 香    事務局長  植 田 資 世 

副会長  井 谷 富 彦    厚生部長  鎌 田 めぐみ    会  計  植 田 資 世 

監 査  宇 井   尚    参 事   諏 訪   厚  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 火 専門委員会 16 火 内科検診 代表委員会 

３ 水 憲法記念日 17 水 市教研部会のため午前日課給食はあります 

４ 木 みどりの日 20 土 胆振春季バドミントン大会（室蘭） 

５ 金 こどもの日 22 月 知能テスト（1年生） 

８ 月 家庭訪問① 23 火 職員会議 

９ 火 家庭訪問② 代表委員会 24 水 避難訓練 

10 水 家庭訪問③ 尿検査 25 木 小中連携の日 

11 木 生徒総会 28 日 ＰＴＡ環境整備 

12 金 専門委員会 伊達市Ｐ連総会 29 月 教育相談① 

13 土 春季陸上大会（入江） 

西胆振春季バドミントン大会（伊達） 

30 火 教育相談② 

15 月 ＰＴＡ厚生・研修部会 家庭学習講座 31 水 教育相談③ 尿検査２次 

   大滝中学校は今年度全校生徒１５名でスタートし

ました。１，２年生は複式学級です。職員の数も減り

ましたが、写真の通り「元気」、「誠実さ」は変わらず

に頑張っております。人数が減少したことで行事等の

変化はあるかと思いますが、逆に一人一人に対して 

より細かく、温かく、親身に接することができると考

えています。まずは脚下照顧。一歩一歩着実に前進し

ていきたいと思います。どうぞ保護者、地域の皆様の

ご理解とご協力をよろしくお願いいたします。 


